










マネジメントサイエンス
　

以下の問題すべてに答えなさい。

１　多目的最適化問題におけるパレート最適解（パレート解ともいう）について説明しなさい。ただし，説
明において図，グラフ等を用いても良い。

２　制約付き最適化問題において，制約を緩和したときの目的関数の最適値の変化を考える。
いま，f を適当な空間 X 上で定義された実数値関数 f : X → R，S を X の部分集合とすると，問題 P

は目的関数が f，実行可能領域が S の制約付きの最小化問題となる。
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ここで，問題 Pの実行可能領域を S′ (ただし S′ ⊃ S)に緩和した問題を P′とし，問題 Pと問題 P′の最適
解をそれぞれ x̂，x̂′とするとき，双方の目的関数の最適値の大小関係を表した a)～e)の式のうち正しいも
のを選び，その理由を説明しなさい。
a) f(x̂) < f(x̂′) b) f(x̂) ≤ f(x̂′) c) f(x̂) = f(x̂′) d) f(x̂) ≥ f(x̂′) e) f(x̂) > f(x̂′)

３　在庫管理システムの最適発注量を導出する。
需要量が既知で時間的に一定である場合の在庫管理システムを考える。在庫量が 0になった時点で品物

は発注され，瞬時に納入・在庫される。その後在庫は一様に減少し，図のように T 時間後に在庫量は再び 0

となる。この期間（T 時間）を 1サイクルとし，1回の発注量をQとするとき, 以下の問いに答えなさい。
ただし，単位時間当りの需要量 d, 1回当りの発注費用 c, 1単位の品物を 1単位時間在庫するのに必要な在
庫維持費用 hは所与であるとする。
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(1) 単位時間あたりの在庫維持費用をQの関数として表しなさい。
(2) Q = dT の関係を用いて，単位時間あたりの発注費用をQの関数として表しなさい。
(3) 単位時間あたりの総費用（発注費用と在庫維持費用の和）を最小にする最適発注量を求めなさい。




